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1．まえがき

　大正9年3月，農商務省植物検査所によって最初の輸

移出入植物検疫統計が発行され，以後40余年を経過し

た。この間，目まぐるしく移り変った世界情勢のなかで

わが国の植物検疫もその機構，組織をはじめとして，検

疫対象植物，検査の方法，消毒の技術などあらゆる分野

において幾多の変遷をたどってきた。したがって，検疫

業務を量的に把握する統計もこの変遷に対応して変化し

ていくことを余儀なくされた。例えば検査した植物類を

集計する植物分類表一つをとってみても過去8回の改正

を経て現在に至っている。もともと統計は，現在と過去

の量的変化をみるものであるから，たやすく統計様式を

変えるべきものではないが，遺憾ながら植物検疫統計で

は，しばしば様式改正が行なわれた。そのため現在と過

去の比較をいちじるしく困難にさせた。

　このような実情から，ここに植物検疫統計の変遷のあ

らましを紹介するとともに，わが国の植物検疫がスター

トした大正3年からの検疫数量を現行の植物検疫統計の

分類に組替え，換算して年次的変化がわかる統計表を作

成した。なお，過去の統計を現行様式に組替えること

は，様式改正がしばしば行われたため技術的に困難を伴

なうことが少なくなく，特に太平洋戦争前のものについ

ては資料を調査しても概数しか得られなかったところも

あるので，この点を含んだうえ参考にされたい。また，

本稿を草するのに協力された元農林事務官片山君江，農

林事務官山村秀子，野老レイ子，金子光恵，菅野チョウ

子の各氏に感謝する。

Ⅱ.　検疫統計変遷のあらまし

　限られた紙面で統計の変遷を述べるのは困難なので，

ここでは主要事項について年次順に簡単に紹介する。

　大正9年
　この年の3月に大正3年から7年までの各年統計が台

本のかたちで農商務省植物検査所によって発行された。
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これが植物検疫統計第1号である。当時の統計は，一，

二，三，といった和数字，重量単位が「匁」，縦組の印

刷であった。検査した植物は，つぎの分類にまとめて集

計され，この分類は昭和5年まで続いた。
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1．観賞植物

2．果樹類

3．そのほかの植物
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　統計の作成は，各支所が本所に月ごと，年ごとの統計

を送り本所がこれを集計，印刷，発行した。

　なお，大正3年の年統計は，わずか11頁のもので，グ

ラフ2，年次表1，および統計表11からなっていた。

　巻頭には，当時の各植物検査所の庁舎の写真が掲載さ

れた。

　大正13年

　植物検査所は，大蔵省に合併して税関植物検査課とな

り，大正11年から13年までの全国統計は，横浜税関によ

って発行された。

　昭和のはじめ頃から統計事務は，農林省に移され，全

国の税関植物検査課がそれぞれ，定められた様式による

統計を毎年農林省に送付し，本省がこれを集計，印刷，

発行するようになった。

　それ以来，年統計の発行は，昭和26年まで農林省で行

なわれた。なお，昭和2年の統計から輸移入植物病菌害

虫調査研究事業概要が掲載され，昭和17年まで続いた。

　昭和5年
　この年の統計から，今まで使われてきた和数字はアラ

ビア数字に改められ，統計表は縦組かなら横組となり見

易くなった。しかし，病菌害虫発見記録には，まだ学名

が併記されなかった。
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　昭和6年
　この年，集計する植物の種類別表が改正され，今まで

の観賞植物，果樹類，地下茎および根といったおおまか

な分類であったものが，観賞植物では，ラン，クロト

ン，バラ，シュロチク，サボテン，そのほかに，果樹類

ではナシ，リンゴ，カンキツ，モモ，ブドウ，その他，

など一部の主要植物には，個々の植物名ごとに細分化さ

れた統計が用いられるようになった。また，病菌害虫発

見記録に学名が併記されるよにうなった。

　昭和12年

　この年の前後は，太平洋戦争前のわが国の貿易が飛躍

的に伸展した時で，検疫量もいちじるしい増加を示し

た。統計表においても仕出地別輸移入生果実検査表など

が新に登場して，統計表もそれまでの9表から11表に増

加した。

　昭和19年

　太平洋戦争の終局も間近く，紙など資材の欠乏が甚だ

しく，そのため，この年に発行された昭和16年，17年の

統計は病菌害虫発見記録と輸移入植物病菌害虫調査研究

事業概要が掲載集録されたのみで統計表は割愛された。

　昭和24年

　終戦の混乱期を迎え，植物検疫業務も一時停頓した。

昭和16年以降の年統計は，しばらく発行されたかった

が，この年になって，ようやく昭和16年から20年までの

5年分が合本のかたちで農林省農政局から発行された。

　昭和25年

　昭和25年5月，植物防疫法の公布により，検査対象植

物は，顕花植物，しだ類または，せんたい類に属する植

物（その部分，種子，果実およびむしろ，こもそのほか

これに準ずる加工品を含む）に定められたので昭和26年

から統計表の植物分類表もさらに細分化され，野菜，食

用か穀類，食用しゆく穀類，飼料用穀類，油糧，乾果，

香辛料，薬料，木材，藁桿類，粗せんいなどが新たに加

えられた。

　昭和27年

　この年，横浜植物防疫所調査課に統計資料係が誕生し

て今まで農林省が担当していた全国の統計事務を取扱う

ことになった。なお，この時点で年統計は昭和20年まで

のものが発行されただけで昭和21年以降のものから統計

資料係が担当したことになる。

　昭和28年

　統計資料係の設立を契機として，5月から各所で統計

を作っていたのを止め，これに代るものとして各所で統

料 53

計原票を作成し同係がこれを集計，印刷し農林省が発行

した。しかし，当時の原票は穴のないもので，いわゆる

ハンドソートパンチカードは採用されていなかった。

　統計資料係の設立，統計原票方式の採用など統計の充

実をはかるため，この年の12月には翌年1月から使用す

る統計原票記載要領が作成され各所に配布された。

　当時は，統計原票の控さえあれば，ほかの台帳や検査

報告事務などは一切省略されるのではないかという構想

で，輸出入植物検査をはじめ，輸出栽培地検査，輸入隔

離検査，禁止品の特許なども原票で処理された。しかし

その後は検疫業務の多様化，複雑化にともないこの構想

は軌道にのるに至らなかった。

　昭和29年

　この年から，原票にパンチを入れて処理するハンドソ

ートパンチカード方式が採用された。

　なお，統計原票記載要領で一統された結果，植物種類

表にも大改革がなされ，従来のものよりさらにくわしく

なり，大分類，中分類あわせて55となった。なお，この

年の4月に，昭和21年から24年まで4年分の統計がまと

められ農林省農業改良局から発行された。しかし，この

時点で年統計の発行はなお4年のおくれがあった。

　昭和33年

　4月に昭和30年の統計が発行されたが，原稿紙数の急

増，印刷費の高騰などから今までの活版印刷からタイプ

オフセット印刷になった。

　昭和36年

　原票制度が採用されてから8年が経過した。この間，

原票記載要領の不備な点，集計する植物の分類表およぴ

国別表に再検討の必要が生じ，これを基礎に1月に原票

記載要領が改正された。この時改正された植物分類は，

その後改正することなく現在まで続いている。なお，統

計原票にも改良が加えられ，おもな国別，業務区分，そ

して所別はパンチで処理されるようになった。また，こ

の年から，輸出栽培地検査，輸入隔離栽培検査，および

禁止品特許関係の原票が廃止された。

　昭和37年

　この年の3月，前年の年統計速報がはじめて発行され

た。これまで，月統計を発行していたが，年統計そのも

のが3年ほどずれていること，および月統計の発行も2

ヵ月から3ヵ月おくれることから利用度の少ない月統計

を中止して新たに年統計速報を作成することに切替えた

ものである。・・
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昭和40年

原票記載要領は，昭和36年に一度改正されたが，その

後の検疫業務の内容変化にともない，同要領を補正する

必要が生じた。例えば移管荷受業務の際の植物分類の徹

底，植物分類例示の追加，およびケニア，ウガンダ，マ

レーシアなどの新生国の出現による地域別名称の追加，

輸出における消毒解釈の統一，統計原票記載要領別表4

（学名不要の病菌害虫名）の作成などで，この年の1月

にこの記載要領の一部を改正し今日に至った。

以下，年次別に輸出入植物検疫統計を表示する。

一輸　　出一　（大正3年～昭和40年）
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